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1. はじめに 

放射線個人被ばく線量計の一つとして、ラジオフォトルミネッセンス（RPL）を利用した蛍光

ガラス線量計が個人被ばく線量測定等に用いられている。この蛍光ガラス線量計の母材には銀活

性リン酸ガラスが用いられており，含有されている銀は常温では Ag+の状態で安定してドープさ

れている。ガラスに電離放射線が入射すると電子と正孔（ホール）が生成される。生成された電

子は Ag
+
 に捕獲され，Ag

0
 に、一方正孔は，一

旦 PO4 に移り，ある時間を経過した後，最終的

に Ag
+
 に捕獲され，Ag

2+
 となる。著者は、RPL 発

光特性の詳細について 2007 年ごろから調べてき

た。その結果，RPL蛍光スペクトルに 2つの発光

波長領域（ブルー発光とイエロー発光）が存在す

ることをつきとめた。本研究では、LET の異なる

放射線による、蛍光スペクトルの違いと発光中心

形成についてのメカニズムについて議論する。 

2. 実験方法 

ガラス素子に、イオン種 He、C、Feを、1mGyから 5Gyと変えて照射したときの励起・蛍光ス

ペクトルおよび吸収スペクトルを測定した。 

3. 結果 

 各種イオンビームを 5Gy照射したときの RPL 蛍光スペクトルを比較した結果を図 1 に示す。

スペクトルの最大強度 560nmを１としたときの相対値で比較すると、460nm（ブルーRPL）と 560nm

（イエローRPL）との比率が異なることが分かった。 

各種イオンビームの照射による発光中心 Ag
0，Ag

2+の形成と RPLとの関係について発表する。  

図 1 各種放射線と蛍光スペクトル 
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